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1: 50,000 地質図幅

説        明         書                                                                                  ( 昭和 32 年稿 )

  

                　   伊  予  三  崎
( 高知－第 67 号 )

　伊予三崎図幅は，昭和 26 年度に行われた佐田岬半島西部と，同 28 年度に行わ

れた愛媛西部地域との，層状含銅硫化鉄鉱床調査によって得られた地質図に基づ

き，若干補足調査を加えて作成したものである。

　本図幅地域内に至るには，半島の南側では八幡浜から三崎村串に至る定期船の

便があり，北側では冬の荒天期を除いては，喜多郡長浜町から神松名村二名津に

至る定期船の便がある。

I.　地　　　形

　本図幅に含まれる地域は，愛媛県の西部豊予海峡に，細長く突出する佐田岬半島の

西部にあたる。

　陸地はほとんど山地からなり，急傾斜をなして海岸にせまる。とくに北海岸では，

北西の季節風による波浪の侵蝕を受けて絶壁をなすことが多く，甚だしいものは崖の

高さ 60m に達する。

　半島の脊稜は半島の延長方向と局部的には斜交するが，全体としてはほヾ平行し，

北東から南西へ走る。

　本図幅地域内の最高点は，三崎部落西方に聳立する海抜 413.6m の伽藍山であるが，

周囲に較べると高さはそれほど目立つものではない。伽藍山の東方には，海抜 300m
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以上の山頂が連なり，またこれより西方は次第に低くなり，最西端部は海水面準か

ら，高さ約 20m の断崖となって終っている。

　半島の北側海岸線には，南側海岸線には見られない多くの弯曲があるが，これは半

島の延長方向とほヾ直交して走る，多くの胴切り断層の影響によって形成されたもの

と考えられる。

　　　　　　　　　　　　  II. 　地　　　質

　　　　　　　　　　　　　II.  1 　概　　説　

　図幅地域内の大部分を占めて分布する岩石は，三波川変成岩類とこれを貫ぬく蛇紋

岩であり，これらのほかには海岸近くの谷間および海岸に，現世堆積層が僅かに分布

するのみである。

　　　　　　　　　  　　　II.  2　三波川変成岩類

　三波川変成岩類は，結晶片岩類から構成されており，四国中央部のものに較べて，

一般に変成度は低い。変成岩類の片理は一般走向 N60°E ～ E-W で，地域西部にみられ

る褶曲軸の北翼および一部区域を除いては，傾斜は SE ないし S20 ～ 50°を示す。

線構造の落しはほヾ S60°W へ 15 ～ 25°である。

　三波川変成岩類は見掛上つぎのように分けることができる。

　見掛上の上部　1　石灰岩

　　　　　　　　2　緑色片岩と石灰岩との互層

　　　　　　　　3　上部緑色片岩

　　　　　　　　4　黒色片岩 ( 緑色片岩と黒色片岩との互層を含む )

　　　　　　　　5　絹雲母片岩

　　　　　　　　6　下部緑色片岩 ( 赤鉄石英片岩を含み，層状含

　見掛上の下部 　  　銅硫化鉄鉱床を胚胎する )
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　II.  2.  1   石　灰　岩

　変成岩類の最上部には，厚さ約 200m のやゝ結晶質の石灰岩が挾まれていて，神松

名村梶谷鼻および小梶谷鼻 ( 比丘崎 ) の 2 ヵ所に露出している。本岩は一部には純白

色の部分もあるが，一般には灰白色～暗灰色をなし，また緑泥石を主とする緑色鉱物

からなる縞状部を挾むことがある。

 II.  2.  2　緑色片岩と石灰岩との互層

　石灰岩の下盤側には，下部を占める緑色片岩との間に，厚さ約 150m に達する緑色

片岩と石灰岩との互層帯がある。緑色片岩の縞は上盤側に近い部分では，厚さ 10cm

前後であるが，下盤側に近づくに従って次第に厚くなり，遂にはこの互層帯は緑色片

岩に移化する。

 II.  2.  3　上部緑色片岩

　名取部落から小梶谷鼻 ( 比丘崎 ) の西方へかけて，石灰岩の下位に厚く分布し，ま

た石灰岩の上位にも少しく露出する。本岩の石灰岩から下位の部分の見掛上の厚さは

約 250m である。

　本岩は外観濃緑色を呈し，緻密，堅硬で片状構造に乏しいものと，やゝ剝理しやす

いものとがある。両者は肉限で識別することは，比較的に容易であるが，野外におけ

る産状からみて，両者を区別して取扱うことは困難であるために，地質図には緑色片

岩として一括した。

　緑色片岩は片理面に沿って，しばしば赤鉄鉱の薄層を挾む。

　本岩は緑色角閃石・緑簾石および少量の普通輝石を含むが，これらの鉱物は自形を

保っていることはほとんどなく，大部分は破砕構造を示し，ときには残晶を形成し，

その大部分は緑泥石に変わっている。片状構造が発達している部分は，主として緑泥

石と石英とが縞状に配列しているものである。 
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II.  2.  4　黒 色 片 岩

　本岩は四ツ浜村長谷から三崎村童子碆に至る間に，厚さ 300 ～ 400m をもって露出

するほか，三机村三机附近および半島の突端部に分布している。

　本岩は一般に石墨片岩と呼ばれているもので，主として石英からなり，少量の絹雲

母・緑泥石・石墨などを含み，暗色～黒色を呈する。

　本岩は一部では黒色粘板岩様を呈するが，一般には片状構造が発達し，とくに剝げ

やすくなっているものでは石英と絹雲母・緑泥石などが，交互に縞状構造をなして配

列している。

　本岩には一般に多くの褶曲構造が発逮し，片理の走向および傾斜は変化に富み，ま

た，軟弱で剝げやすくなっている部分には，レンズ状石英や石英細脈が挾まれている

ことが多い。

 II.  2.  5　緑色片岩と黒色片岩との互層

　本岩類は上述の黒色片岩分布地帯の東部の海岸において露出し，厚さ約 30m であ

る。東西両端は断層によって断たれ，黒色片岩に接している。

 II.  2.  6　絹雲母片岩

　こゝで絹雲母片岩というのは，一般に石墨緑泥石絹雲母片岩，あるいは緑泥石石墨

絹雲母片岩と呼ばれているもので，四ツ浜村長谷から三崎村佐田に至る間，および半

島突端部附近に露出している。

　四ッ浜村長谷から三崎村佐田の間に分布するものは，黒色片岩と下部緑色片岩との

間に挾まれ ( たヾし佐田附近では黒色片岩と本岩との間には，厚さ約 20m の緑色片

岩が挾まれている )，半島の突端部附近のものは，脊稜の頂部に露出しこの附近の最

上部層をなしている。

　本岩の厚さはかなり変化があるが，概して 100m 以下である。上部の黒色片岩に近

い部分は淡い暗緑色を呈し，下部緑色片岩に近い部分は淡い草緑色を呈し，それぞれ

上・下位層に漸移している。

　本岩は主として絹雲母と石英とからなり，そのほかに少量の緑泥石・石墨などを
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混有している。普通片理面上では著しい絹糸様光沢を呈し，また，一部に滑石化して

いる部分もある。

 II.  2.  7　下部緑色片岩

　本岩は図幅地域内の大部分を占めて分布する。本岩は上部緑色片岩とほとんど同様

の岩石であり，構成鉱物・片理などにあまり差異は認められないが，赤鉄石英片岩お

よび層状含銅硫化鉱床は，すべて本岩層中に存在しているのが特徴である。

 II.  2.  8　赤鉄石英片岩

　本岩は下部緑色片岩中に介在する。石英を主とし，少量の赤鉄鉱および磁鉄鉱など

を混有し，紅簾石をほとんど含まない。著しく剝げやすく，緑色片岩との境では，こ

れと縞状をなす漸移帯が生じている。

　本岩には地域東半部の北海岸に分布するものと，西半部の南海岸の三崎村赤碆附近

に分布するものとがあるが，これらはほヾ同じ層準に位置するもののようである。東

半部の北海岸のものは，南北方向の小規模の緩い波状褶曲のために，繰り返し露出し

ているもので，東端部の三机以東の隣接図幅地内では，海面下に没する。

　　　　　　　　　　　　　　II.  3　蛇　紋　岩

　本図幅地域内の露出は，僅かに 2 ヵ所にすぎない。その 1 つは黒色片岩地帯の東部

においてこれを貫ぬき，大体長径 100m，短径 50m のほヾ随円形をなして露出し，

他の 1 つは地域中央部の北海岸松部落の，西方約 300m の沢中にきわめて狭く露出

し，緑色片岩を貫ぬく。

　いずれの露出においても，本岩から外側へ向かって 50cm ～数 m の間は，蛇紋岩化

して淡緑色を呈し，一部は滑石化している。

　蛇紋岩の大部分は外観暗緑色で，主として温石綿・陽起石・緑泥石・角閃石などか

らなり，これらのほかに少量の磁鉄鉱・滑石・燐灰石などが含まれている。
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II.　4　現  世  統

　本図幅地域内は，地形が急願斜をなしている所が多いので，現世堆積層の分布する

範囲はきわめて狭い。通常，海岸近くの谷間および海岸にきわめて狭く分布し，主と

して砂・礫・泥土などから構成されている。

II.　5　地  質  構  造

　II.  5.  1　断　　層

　本図幅地域は小規模の地塊連動を受けており，ほゞ南北および東西に走る多くの断

層がある。これらは佐多岬半島の形成に，大きな役割りを果したものと思われる。

　南北性の断層は，半島の北方の海中を通る中央構造線とほゞ直角に，東西性の断層

はほゞこれに平行して走るもののようで，これらの断層は中央構造線の運動に関係し

て生成されたものと考えられる。

　この種の断層があると，この西側は東側に対して関係位置が上方に変位しているこ

とが多い。これは地質の層準によるだけでなく，若干の例外はあるが，海岸線が，断

層の西側が海に向かって突出していることが多いことからもうなずかれる。三崎村野

坂附近の地形はその好例である。

　南北方向に走る多くの断層の西側が，上方に変位していることは，狭長な半島が形

成された原因の一つとなっている。

　断層の多くは変位の規模は明らかでないが，高浦から黒碆を通る断層では水平変位

は約 60 ｍである。

　垂直運動の著しいものは，黒色片岩の東端部をなしている南北性の断層で，この西

側は見掛上北方へ変位した結果，こゝには最上部岩層である黒色片岩類が見られるが，

東側には露われない。
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　II.　5.　2　　褶　　曲

　褶曲のなかで規模の大きいものとしては，半島西半部の延長方向と僅かに斜交して，

概して S40 ～ 60°W へ10 ～ 20°落している背斜軸がある。このほかには著しいものはな

いが，半島東半部には多くの小規模の波状褶曲があり，その褶曲軸は水平に近く，こ

れは赤鉄石英片岩の分布に，　大きな影響を与えていることは前に述べた通りであ

る。

　　　　　　　　　　　　III.　応　用　地　質

　本図幅地域内の地下資源は，含銅硫化鉄鉱を主とする。地域の中央部にはやゝ厚い

石灰岩があるが，規模が小さく，既述のように不純物を多量に混有している部分が多

いので，稼行に堪えうるかどうか疑問である。

　含銅硫化鉄鉱

　次のような多くの鉱山があるが，このうちには長い間休山して，坑道は崩壊して入

坑できないものが多い。鉱床はいずれも下部緑色片岩中にあって，その片理にほゞ平

行に胚胎する。

　

__________________________
 註 1)  鉱山名不明のため便宜上部落名を使用した。
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　大 久 鉱 山

　大久部落の西方約 600m，同部落から名取部落へ通ずる道路の下方，坑口は海面上

6m 附近に 2 坑ある。

　本鉱山は昭和 24 年 4 月に操業を開始し，上下 2 坑のうち，調査当時は上部坑道

だけ探鉱し，鉱石は手掘り，手選され，坑口の下方の海岸から船積みされていた。調

査当時は従業員 7 名，始業以来調査当時までの出鉱量は Cu 1.8 ～ 2%，S 35 ～ 38%

の鉱石約 9t であった。

　鉱山周辺は緑色片岩からなり，その走向は N40 ～ 75°E，傾斜 30 ～ 60°SE，線構造

の落しは S70°W へ 30°前後である。坑内には数條の断層があり，その走向は N40 ～ 60°

E または N50 ～ 70°W で北または南へ 30 ～ 70°傾斜する。

　このなかには鉱体を切り，やゝ規模の大きい正断層がある。

　鉱体は母岩の片理にほヾ平行に近く，雁行状に配列する数枚の薄い鉱体からなる。

鉱体の厚さは普通 5cm 内外で，大部分は黄鉄鉱を主とする塊状鉱からなり，時には

厚さ約 10cm の鉱染状鉱を伴なう。前者はまれに 20cm 以上に肥大することがある
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 第１図　大 久 鉱 山 坑 内 地 質 鉱 床 図
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が，多くは長径 1 ～ 2m のレンズ状で終っている。一般に塊状鉱が肥大する場合には，

その部分では鉱体と母岩との境界と，母岩の片理とは斜交する場含が多い。

　鉱石は黄鉄鉱を主とし，僅かに黄銅鉱を混える含銅硫化鉄鉱で，局部的には Cu7

%以上の高品位の部分もあるが，一般にはこのような鉱石はきわめて少ない。また局

部的に黄銅鉱をほとんど含まない。素硫化鉱の部分もある。

　高 浦 鉱 山

　本鉱山は高浦部落内の西端部にある。主要運搬坑道の坑口は海岸に近く，海面から

約 2m の高さにあり，鉱石の出荷はきわめて便利である。

　本鉱山は本図幅地域内ではもっとも規模の大きいもので，明治 43 年 8 月に藤野亀

之助によって採掘権が設定されて以来，幾多の変遷を経て，昭和 27 年 10 月から藤本

光明によって再開された。

　調査当時は水没している下部坑道を取明け，一部で採掘した鉱石を，船積みによっ

て佐賀関製煉所へ送っていた。出鉱量は Cu 2.8%の鉱石約 150t/ 月であった。

　鉱山附近の地質は緑色片岩・黒色片岩・絹雲母片岩および赤鉄石英片岩などからな

り，これらの片理の一般走向は N75°E，傾斜は S32°，線構造は S50°W へ 16°内外の

落しを示す。

　鉱床は絹雲母片岩から約 80m の下位層準にあたる下部緑色片岩中に胚胎する。鉱

床の上位 20m および下位 80m 附近には赤鉄石英片岩がある。

　盛業当時の坑内図 ( 第 2 図 ) によれば，かって採掘された範囲は東西 2 区域に分か

れ，東部区域では約 250m，西部区域では約 450m の走向延長を示す。この両区域間

には断層があって，西部区域は相対的に水平距離約 60m 南方へ転位している。

　本坑坑道 ( 第 3 図 ) には，崩壊部の手前約 15m に採掘場があり，こゝでみられる

鉱体は厚さ約 1.5m，このうち銅品位のやゝ高い塊状鉱は，厚さ約 80cm で鉱体のほ

ぼ中心部にあり，上下は縞状鉱および鉱染状鉱からなる。

　塊状鉱の品位は Cu 1%内外，S 35%内外，ときには Cu 3.5%に達する部分もあ

る。鉱染状鉱の品位は Cu 0.5%内外，S 15%内外が多い。

　当時もっともよく調査できたのは，運搬坑道から下部 ( 第 5 図 ) で，もっとも広い

採掘場があり，北東方から南西方へ約 46m，北西方から南東方へ約 40m である。鉱
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　　　　　　　　　　　　第 3 図 　 高 浦 鉱 山 坑 内 地 質 鉱 床 図
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　　　　　　　　　第４図　高 浦 鉱 山 竜 王 坑 坑 内 地 質 鉱 床 図

体の最大の厚さは約 3m に達し，一般に鉱体のうちその上・下盤に近い部分には黄鉄

鉱を主とする鉱染状鉱，縞状鉱などを伴ない，採掘の対象となるのは中心部である。
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第 5 図　高 浦 鉱 山 坑 内 地 質 鉱 床 図
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　宝 楽 鉱 山

　本鉱山は三崎村串部落の南側，海岸に面する。往時盛大に稼行された跡はほとんど

崩壊して，僅かに 2，3 の旧坑口が見られるにすぎない。現在稼行しているものは，

以前に採掘された部分の北東方約 200m にあたる。

　坑口は半島の南側海岸に面し，海面上約 10m にあって，東坑および西坑がある。

本鉱山は東方鉱業株式会社が，昭和 28 年から操業を始めたもので，調査当時には僅

か 1 名で作業を行っていたに過ぎない。

　本鉱山周辺の地質は，主として緑色片岩によって構成され，局部的に黒色片岩の薄

層が挾まれている。これらの岩類は一般走向 N15 ～ 25°E，傾斜 NW15°内外，線構造

は S45°W ヘ 10°の落しを示す。

　鉱床は，緻密，塊状でやゝ銅品位の高い脈状鉱体と，その上盤 3.5m 附近にあって，

黄鉄鉱を主とする厚さ約 50cm の鉱染状鉱体とからなる。前者は東坑，後者は西坑に

よって採掘されている。

 第 6 図  宝 楽 鉱 山 坑 内 地 質 鉱 床 図
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　坑内図に示すように脈状鉱体の西部は，東坑坑道附近で終り，これから西方には続

かない。これに反して，北東方上部へはなお連続する見込みであるが，現在以上のも

のを期待することは困難と思われる。

　金 比 羅 鉱 山

　三机村小島部落の北西方約 500m の赤崎にあり，坑口は海岸に面した急傾斜の山腹

に開坑されている。

　鉱山附近の地質は，下部緑色片岩と赤鉄石英片岩とからなり，片理の一般走向は N

75°E ～ N60°W，傾斜 N5 ～ 20°，線構造は N40°W へ 5°内外の落しを示している。

　鉱床は赤鉄石英片岩の上位約 20m の，下部緑色片岩中に存在する。鉱体は厚さ約

5cm で，鉱染状鉱からなり，大部分は酸化して「赤ヤケ」を呈する。

　坑口の貯鉱のなかには，銅品位のやゝ高いものが見られた。

　鳥 井 鉱 山

　三崎村鳥井部落の北東方，三崎部落から串部落へ通ずる道路の上方 10m 附近に坑

口がある。開発の時期などはまったく不明である。

　本鉱山の位置は，神松名部落から三崎村大碆を通る背斜軸に近く，複褶曲部にあた

り，母岩は走向 N-S ～ N70°E，傾斜 W ないし NW5 ～ 25°の波状褶曲をなし，鉱床

もこれとともに波状に屈曲している。坑内には走向 N50°E 前後の断層があり，なか

には鉱体を切っているものもある。

　鉱体は主として，粗粒の黄鉄鉱からなり，坑口附近での厚さは，塊状鉱は約 5cm，

鉱染状鉱は約 30cm である。また，坑道の分岐点から奥の方では，厚さ約 60cm に

肥大しているが，全般的には大した変化はない。

　西方下部坑道は下部が水没していたので，詳細は不明であった。
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第 8 図   鳥 井 鉱 山 坑 内 地 質 鉱 床 図

　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献
 1)　 井上禧之助： 伊予佐田半島の銅鉱山，地質学雑誌，Vol.  15，No. 220，1903

 2)　 野田勢次郎・神津俶祐： 20 万分の 1 地質図幅「松山」，同説明書，1910

 3)    佐川栄次郎： 阿波北部および伊予西部含銅黄鉄鉱床調査報文，地質要報，Vol. 

　　　　　　　      22，No. 1，1910

 4) 　佐川栄次郎： 四国黄鉄鉱床汎論，地学雑誌，Vol. 23，No. 267，268，1911

 5)　 佐 藤 才 止： 7 万 5 干分の 1 地質図幅「出石山」，同説明書，1928

 6) 　堀 越 義 一： 愛媛県大峯鉱床の形態について，地質学雑誌，Vol. 46，No. 547，

　　　　 　  　     1939

16



7) 　堀 越 義 一・久保田坦志： 愛媛県出石・今出鉱床群附近の地質鉱床概報，地質

 　　　　　  　　学雑誌，Vol. 47，No. 558，1940

8) 　四国通産局： 四国鉱山史，1949

9)　 木村　正・小村幸二郎： 愛媛県西部における層状含銅硫化鉄鉱床群と地質構造

　　　　　　　　との関係，鉱山地質，Vol. 3，No. 7，1953

10) 　豊 田 英 義： 三崎半島の地質構造について ( 四国西部の結晶片岩の岩石地質学

　　　　　　      　的研究第一報 )，1953

11)　木村  正・小村幸二郎： 愛媛西部地域含銅硫化鉄鉱床調査報告，地質調査所月

　　　　　　　　   報，Vol. 5，No. 10，1954

12)　 小村幸二郎： 愛媛県佐田半島西部調査報告，地質調査所月報，Vol. 5，No. 10，

　　  　　　　　　1954

17





  EXPLANATORY  TEXT 

  OF  THE 

 GEOLOGICAL  MAP  OF  JAPAN 

      Scale 1 : 50,000 

 IYOMISAKI 

  Kōchi, No.  67
 By 

     TADASHI  KIMURA  &  KŌJIRŌ  KOMURA 

  (Written in 1957)
_________________

 (Abstract) 

   GEOLOGY 

        T h e  a r e a  m a p p e d  i s  c o n s t r u c t e d  c h i e f l y  o f  t h e  S a m b a g a w a  m e t -
a m o r p h i c  r o c k s  a n d  u l t r a b a s i c  r o c k s ,   w h i c h  c h a r a c t e r i s t i c   o f   “ t h e  
Outer  Zone of  Southwest  Japan”.  

Sambagawa Metamorphic Rocks 
     S ambagaw a  me tamorp h i c  r o cks  a r e  co mp osed  o f  c ry s t a l l i ne  s ch i s t s ,  
w h i c h  s h o w  a  c o m p a r a t i v e l y  l o w  f i s s i l i t y . 　  T h e y  s t r i k e  g e n e r a l l y



NE-SW and dip to  the south but  par t ia l ly  to  the north.  
  　　   The  apparent  success ion of  the  schis tose  rocks  i s  as  fo l lows :
     　　　       Upper  1.　  l imestone 
            　　　　      2 .　  a l ternat ion of  green schis t  and l imestone 
 　　　　                 3 .　  upper  green schis t  
  　　　　             4 .　  b lack schis t  (with  al ternat ion of  green schis t  
 　　　　                   　  and black schis t )  

 　　　　             5 .  　 s e r i c i t e  s ch i s t  ( so - ca l l ed  ch lo r i t e -g r aph i t e -
 　　　　　               s e r i c i t e  s c h i s t  o r  g r a p h i t e - c h l o r i t e - s e r i c i t e  
  　　　　　                   schis t )  

 　　　          Lower 6.　  lower  green schist(with hemati te-quartz  schist  
 　　　　　                  　and many cupriferous pyri t ic  deposi ts)  

    1 .  　Limestone are found in the upper green schist  at  Kaji tanibana 
a n d  K o k a j i t a n i b a n a ,  a n d  a r e  a b o u t  2 0 0  m  i n  t h i c k n e s s .  　 T h e y  a r e  
m o s t l y  g r a y i s h  w h i t e  o r  d a r k  g r a y  i n  c o l o u r ,  　 w i t h  g r e e n  b a n d s  
c o m p o s e d  m a i n l y  o f  c h l o r i t e ,  a n d  a r e  l o c a l l y  w h i t i s h  d u e  t o  t h e  
impure  ma te r i a l s .  

    2 .　  A l t e rna t ion  o f  g reen  sch i s t  and  l imes tone  i s  s i t ua t ed  unde r  
the  l imes tone ,  and  i s  abou t  150  m in  th i ckness .  

    3 .  　 U p p e r  g r e e n  s c h i s t  i s ,  g e n e r a l l y ,  d a r k  g r e e n  i n  c o l o u r  
w i t h  y e l l o w i s h  g r e e n  b a n d s  o f  e p i d o t e .  　 I t  i s  c o m p o s e d  c h i e f l y  o f  
ch lo r i t e ,  qua r t z ,  ep ido te ,  s e r i c i t e  and  hornb lende  in  va ry ing  p ropor-
t i on ,  and  con t a in s  aug i t e  spo rad i ca l l y.  　 I n  many  pa r t s ,  ho rnb l ende  
and  aug i t e  have  a  ca t ac l a s t i c  s t ruc tu re ,  and  a r e  con t a ined  a s  r e l i c s .  
T h e  p a r t s  o f  t h e  b a n d e d  s t r u c t u r e  c o m p o s e d  o f  q u a r t z  a n d  f i b r o u s  
m i n e r a l s ,  f o r  i n s t a n c e ,  c h l o r i t e  a n d  s e r i c i t e  a r e  e s p e c i a l l y  f i s s i l e .

    4 .  　 B l a c k  s c h i s t  i s  u s u a l l y  s o - c a l l e d  g r a p h i t e  s c h i s t ,  a n d  i s  
d i s t r i b u t e d  a s  a  b e l t  f r o m  N a g a t a n i  t o  D ō j i b a e ,  a n d  a s  s m a l l  e x p o -  
sures  a t  Mitsukue and Satamisaki .  　The black schis t  d is t r ibuted from 
Naga tan i  to  Dōj ibae  var ies  f rom 300  to  400  m in  th ickness ,  and  tha t  
of  other  exposures  is  thin.
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　    B l a c k  s c h i s t  i s  u s u a l l y  h i g h l y  f i s s i l e  a s  c o m p a r e d  w i t h  g r e e n 
s c h i s t ,  a n d  s h o w s  m a n y  m i c r o - f o l d i n g s .  I n  g e n e r a l ,  s t r i k e  a n d  d i p 
are  very var ious.  
    B l a c k  s c h i s t  s h o w s  s i l k y  l u s t e r  o n  t h e  s c h i s t o s i t y  p l a n e s ,  a n d 

i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  q u a r t z ,  a n d  d u s t y  g r a p h i t e ,  w i t h  s m a l l  q u a n -
t i t ies  of  ser ic i te  and chlor i te .  
    A l t e r n a t i o n  o f  g r e e n  s c h i s t  a n d  b l a c k  s c h i s t  i s  l o c a t e d  i n  t h e 

e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  b l a c k  s c h i s t ,  a n d  o c c u r s  a s  a  s m a l l  o u t c r o p ,  
w h i c h  a b o u t  3 0  m  i n  w i d t h  a n d  b o r d e r e d  b y  f a u l t s  o n  b o t h  s i d e s .  

    5 .  S e r i c i t e  s c h i s t  i s  m o s t l y  c h l o r i t e - g r a p h i t e - s e r i c i t e  s c h i s t  o r  

g r a p h i t e - c h l o r i t e - s e r i c i t e  s c h i s t .  T h i s  s c h i s t  l i e s  u s u a l l y  b e t w e e n 

the  black  schis t  and  the  lower  green  schis t ,  bu t  is  pa r t ia l ly  in te rbed-

ded into the green schis t  as  seen in  the neighbourhood of  Sata .  

    The  rock  i s  composed  o f  s e r i c i t e ,  qua r t z ,  ch lo r i t e  and  g raph i t e .  
I t  i s  p a l e  g r e e n i s h  b l a c k  o r  p a l e  g r a s s  g r e e n  i n  c o l o u r,  a n d  s h o w s 
s i lky luster  on the schis tosi ty  planes.  

    6 .  L o w e r  g r e e n  s c h i s t  c o v e r s  t h e  m a j o r  p a r t  o f  t h e  a r e a ,  a n d 
i s  u n c e r t a i n  i n  t h i c k n e s s .  W h e n  c o m p a r e d  w i t h  t h e  u p p e r  g r e e n 
s c h i s t ,  i t  i s  s i m i l a r  i n  m i n e r a l  c o m p o n e n t s  a n d  d e g r e e  o f  m e t a m o r-
phism,  but  shows some character is t ic  features  as  fol lows :

A) The lower green schis t  is  extensively exposed.  
B)  Many  bedded  cupr i f e rous  py r i t i c  depos i t s  occu r  in  the  lower 

g r e e n  s c h i s t ,  b u t  t h e r e  i s  n o n e  o f  t h e s e  d e p o s i t  a r e  f o u n d e d  i n  t h e 
upper  green schis t .  

C )  L a y e r s  o f  h e m a t i t e  q u a r t z  s c h i s t  o c c u r s  i n  t h e  l o w e r  g r e e n 
schis t ,  but  none of  them are  in  the upper.  
    H e m a t i t e  q u a r t z  s c h i s t  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  a n  a g g r e g a t e  o f  
q u a r t z  g r a i n s ,  w i t h  s m a l l  a m o u n t s  o f  h e m a t i t e ,  m a g n e t i t e  a n d  s e r i -

c i te ,  but  does not  contain piedmonti te .  

    S e r p e n t i n e  c r o p s  o u t  a t  t w o  p l a c e s  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  

a r e a .  O n e  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  b l a c k  s c h i s t  a b o u t  1  k m  s o u t h e a s t  
o f  K a m a g i ,  a n d  i s  n e a r l y  e l l i p t i c  i n  f o r m  a b o u t  1 0 0 m x 5 0 m .  T h e  

o t h e r  o c c u r s  a s  a  s m a l l  b o d y  i n  t h e  l o w e r  g r e e n  s c h i s t  n e a r  M a t s u .
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A t  b o t h  p l a c e s ,  c r y s t a l l i n e  s c h i s t s  s u r r o u n d i n g  t h e  s e r p e n t i n e  a r e  
serpent inized,  par t ly  a l tered to  ta lcose,  and become very f iss i le .  
 　    S e r p e n t i n e  i s  d a r k  g r e e n  i n  c o l o u r ,  a n d  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  c h r y -
s o t i l e ,  a n t i g o r i t e ,  c h l o r i t e ,  a n d  a  s m a l l  a m o u n t  o f  t a l c ,  a p a t i t e  a n d  
opaque minerals .  

Quaternary 
 　    R e c e n t  b e d s  a r e  d i s t r i b u t e d  i n  v a l l e y s  a n d  b e a c h .  T h e y  a r e  c o m -

posed of  sand,  gravel  and mud.  

            　     ECONOMIC  GEOLOGY 

 　    C u p r i f e r o u s  p y r i t i c  d e p o s i t s  a r e  u s u a l l y  e m b r a c e d  i n  t h e  l o w e r  
g r e e n  s c h i s t ,  a n d  t h e y  a r e  a p p r o x i m a t e l y  c o n c o r d a n t  t o  t h e  s c h i s -
tosi ty  of  the country rock.  There are  twenty mines as  fol lows :  

        　   　　   　                Working mine 
                　　          Oku,  Takaura and Horaku 
　　
         　   　　　　                Closed mine 
          　         　    Kompira ,  Tori i ,  Taisei ,  Oe,  Kojima,  
                　  　    Kōchi ,  Akatsuki ,  Hirabae,  Ashi tani ,  
               　　       Kamakoshi ,  Hinokuchi ,  Gendaura,  
              　   　     Omisaki ,  Mukainada,  Myōjin,  Matsu 
             　  　       and Aoishi .  

 　     Oku mine 
 　    T h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  5  c m  i n  a v e r a g e  t h i c k n e s s ,  b u t  a r e  n o t  y e t  
c l e a r  i n  h o r i z o n t a l  a n d  d i p  s i d e  l e n g t h .  T h e  o r e  s h o o t s  p i t c h  d o w n  
a t  3 0 ° 　 s o u t h w e s t w a r d ,  s h o w i n g  s i m i l a r i t y  t o  t h e  g e n e r a l  p i t c h  o f  
l ineat ion seen in  the country rocks.  
  　   The  wal l  rocks  ad jacen t  to  the  o re  depos i t s  a re  s l igh t ly  ch lor i t i zed . 
  　   T h e  o r e s  a r e  m o s t l y  m a s s i v e ,  a r e  i n  a c c o m p a n y  w i t h  t h e  d i s -
s e m i n a t e d  o r e  o f  a b o u t  1 0  c m  i n  t h i c k n e s s .  T h e y  c o n s i s t  o f  p y r i t e
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w i t h  a  s m a l l  a m o u n t  o f  c h a l c o p y r i t e  a n d  s p o r a d i c a l l y  w i t h  m a g n e t i t e .  
T h e  h a n d - p i c k i n g  o r e s  c o n t a i n  1 . 8 ～ 2 %  C u  a n d  3 5 ～ 3 8 %  S  i n  a v e r -
age.  

T h e  p r o d u c t i o n  i s  a b o u t  9  t o n s  s i n c e  t h e  b e g i n n i n g  o f  t h e  w o r k -
ing.  

      Takaura mine  
T h e  m i n e  i s  t h e  l a r g e s t  i n  t h e  a r e a .   T h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  c u t  

b y  a  f a u l t  t h a t  r u n  N W  f r o m  Ta k a u r a  t o  K u r o b a e ,  a n d  t h e  w e s t  s i d e  
o f  t h e  f a u l t  d i s l o c a t e s  i t s  p o s i t i o n  a b o u t  6 0  m  i n  h o r i z o n t a l  d i s t a n c e  
t o  t h e  s o u t h .  T h e  o r e  d e p o s i t s  e x t e n d  a b o u t  2 5 0  m  i n  h o r i z o n t a l  
e l o n g a t i o n  i n  t h e  e a s t  s i d e  o f  t h e  f a u l t ,  a n d  a b o u t  4 5 0  m  i n  t h e  w e s t  
s i d e .  A t  m i n i n g  p a r t ,  t h e  w r i t e r s  c a n  o b s e r v e  t h e  t h i c k n e s s  o f  
about  3  m in maximum. 

The extension of  dip s ide is  obscure.  
T h e  o r e  s h o o t  p i t c h  d o w n  a t  1 6 °  t o w a r d  t h e  s o u t h w e s t ,  p a r a l l e l  

to  the general  pi tch of  l ineat ion seen on the country rocks.  
T h e  w a l l  r o c k s  a d j a c e n t  t o  t h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  c h l o r i t i z e d ,  a n d  

are  changed to  pale  green or  white  in  colour.  
The ore  bodies  are  massive,  banded and disseminated.  
T h e  m a s s i v e  o r e s  o c c u r  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t s  o f  o r e  d e p o s i t s .  

T h e y  c o n s i s t  o f  p y r i t e  i n t i m a t e l y  m i x e d  w i t h  r i c h  c h a l c o p y r i t e  o r e  
a n d  m a g n e t i t e  a r e  s p o r a d i c a l l y  f o u n d ,  b u t  t h e  b a n d e d  o r e s  a r e  f o u n d 
a l m o s t  w i t h i n  a b o u t  2 0  c m  n e a r  t h e  b o u n d a r y  b e t w e e n  t h e  o r e  b o d y 
a n d  t h e  m o t h e r  r o c k .   T h e  o r e s  a l s o  c o n s i s t  o f  p y r i t e  i n t i m a t e l y  
m i x e d  w i t h  c h a l c o p y r i t e ,   c o m m o n l y  a c c o m p a n y i n g  w i t h  a  s m a l l  
a m o u n t  o f  h e m a t i t e .  T h e  d i s s e m i n a t e d  o r e s  c o n s i s t  m o s t l y  o f  c o a r s e -
g r a i n e d  c r y s t a l s  o f  p y r i t e ,  a n d  a r e  u s u a l l y  n o t  s o  r i c h  i n  c o p p e r  a s  
the massive and banded ores .  

O n l y  t h e  c e n t r a l  p a r t s  o f  o r e  b o d i e s  a r e  m i n e d  a t  p r e s e n t .   T h e  
m a s s i v e  o r e s  c o n t a i n  1 %  C u  a n d  3 5 %  S  i n  a v e r a g e ,  a n d  t h e  d i s s e m -
i n a t e d  o r e s  c o n t a i n  0 . 5 %  C u  a n d  1 5 %  S .   T h e  o r e s  c o n t a i n i n g  3 . 5 % 
Cu are  ra t re .  

T h e  p r o d u c t i o n  o f  c o n c e n t r a t e  ( 2 . 8 %  C u )  t r e a t e d  b y  h a n d - p i c k i n g
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is  about  150 tons a  month.  
D e e p e r  p a r t s  o f  t h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  n o t  o b s e r v a b l e ,  b e c a u s e  

most  par ts  of  the dr i f ts  are  now sunk.  
T h e  e x p l o r a t i o n  b y  m e a n s  o f  v e r t i c a l  b o r i n g  h a s  c e r t i f i e d  a  

c o n s i d e r a b l e  a m o u n t s  o f  r e m a i n e d  o r e s  i n  t h e  e a s t  a r e a  o f  t h e  m i n e .
 

Hōraku mine 
T h e  o r e  b o d i e s  a r e  o f  t w o  s o r t s ,  v e i n - l i k e  a n d  d i s s e m i n a t e d .  

T h e  f o r m e r  i s  a b o u t  5 ～ 2 0  c m  i n  t h i c k n e s s  a n d  r i c h  i s  c o p p e r .  
T h e  l a t t e r  i s  a b o u t  5 0  c m  i n  a v e r a g e  t h i c k n e s s  a n d  p o o r  i n  c o p p e r ,  
a n d  i s  s i t u a t e d  a b o u t  3 . 5  m  u n d e r  t h e  f o r m e r .   T h e  h o r i z o n t a l  
extensions in  s t r ike and dip s ides  are  uncertain.  

T h e  o r e s  a r e  m a s s i v e  a n d  d i s s e m i n a t e d .  T h e  m a s s i v e  o r e s  c o n s i s t 
o f  p y r i t e  i n t i m a t e l y  m i x e d  w i t h  c h a l c o p y r i t e  s p o r a d i c a l l y  a c c o m p a n y -
i n g  w i t h  m a g n e t i t e ,  b u t  t h e  d i s s e m i n a t e d  o r e s  c o n s i s t  m o s t l y  o f  p y -
r i t e  w i t h  a  s m a l l  q u a n t i t y  o f  c h a l c o p y r i t e .  T h e  g r a d e  o f  o r e s  i s  
var iable .  

Kompira mine 
T h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  i n  t h e  g r e e n  s c h i s t ,  a n d  i s  a t  t h e  h o r i z o n  

a b o u t  2 0  m  u p p e r  t h a n  t h e  l a y e r  o f  h e m a t i t e - q u a r t z  s c h i s t .  
    T h e  o r e  d e p o s i t s  n o w  o b s e r v a b l e  i n  t h e  d r i f t s  a r e  c o m p o s e d  o f  
d i s s e m i n a t e d  a n d  v e r y  i r r e g u l a r  n e t w o r k  o r e s ,  w h i c h  h a v e  b e e n  
a l m o s t  o x i d i z e d .  S o m e  o r e s  a r e  r i c h  i n  c o p p e r ,  b u t  m o s t  o r e s  a r e  
composed mainly of  pyri te  and poor  in  copper.  

Torii  mine 
T h e  o r e  d e p o s i t s  a r e  i n  t h e  n o r t h e r n  w i n g  o f  a n  a n t i c l i n e .  T h e y  

a r e  3 0 ～ 6 0  c m  i n  t h i c k n e s s ,  a n d  a r e  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  c o a r s e -
grained pyri te  with a  small  amount  of  chalcopyri te .  
     The deep par ts  of  ore  deposi ts  are  sunk.
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